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令和５年度　学校評価報告書 大牟田市立歴木中学校

学校教育目標 豊かな心と確かな学力を身につけ、たくましく生きる歴木中生徒の育成 重点目標
自ら学び、課題を解決し、自分の考えを伝える（表現する）このとのできる生徒の育成　～共に拓こう、大いなる可
能性～目指す生徒像（自らか考え目標を持って学習する生徒・思いやりの心を持ち支え合う生徒・自分をを鍛え、健康な心身をつくる生徒）

自ら考え、目標を持っ
て学習する生徒の育成

志をもって自立して学ぶ姿勢を教育活動全
体で推進する

＜生徒アンケート＞「将来の夢や目標を
持っている」3.0以上→2.9,2.9

日頃から「志をもって自立して学ぶ」ことを指導してるが、

将来の夢や希望を持っている生徒が減少している。キャリア

教育を充実させ、夢や希望、それぞれの目標を持たせたい。

自分の考えをもち、見方考え方を働かせて
思考・判断・表現する授業の推進を図る

評　価　計　画 自　己　評　価 学校関係者評価 改　善　計　画

重
　
点
　
目
　
標
　
に
　
関
　
す
　
る
　
評
　
価

重点目標 目標達成のための方策（取組指標） 成果指標 結果（成果○と課題△） コメント

＜生徒アンケート＞「授業が終わった時に
できた（わかった）とよく思う」3.0以上→
3.0,3.0

「わかる・できる」授業を心がけて実践し、[授業後にできた

とよく思う]と回答する生徒が約7.5割である。授業の中で目

標や見通しを持たせる改善策が必要である。

主体的・対話的活動を取り入れた授業づく
りと考えさせる時間の確保

＜生徒アンケート＞「自分の考えに理由を
持ち書いたり発表したりしている」3.0以上
→2.7,2.6

自分の考えに根拠を持って書いたり発表したりしていると自

覚する生徒がまだまだ少ないので、ＩＣＴ等を活用して、自

分の考えを発表できる手立ての工夫が必要である。

どんぐりノートの活用による家庭学習の充
実

＜生徒アンケート＞「どんぐりノートを毎
日しっかり取り組めている」3.0以上→
3.4,3.2

全国学力学習状況調査や県学力結果から学習の定着において

課題があり、基礎基本の徹底の必要性を感じている。どんぐ

りノートを活用した自主学習の取組の継続・内容の改善が必

要である。

次年度における改善策

道徳の時間の充実
重点項目：思いやり B-(6)

＜生徒アンケート＞「困っている人を見か
けたら声をかけ助けようとする」3.0以上→
3.2,3.2

今年のテーマを設定して道徳を実施したことで、生
徒の思いやりを持ち互いに助け合おうという心情が
高まっている。

目標達成にむけて、友とともに取り組む場
面を設定する

＜生徒アンケート＞「他者のよさがわか
る」3.0以上→3.4,3.5

生徒が人や地域との繋がりの大切さを自覚してお
り、福祉体験学習の取組も定着しつつある。また、
修学旅行などの行事を通して他者のよさに気づく場
面があった。

振り返る場面において、相互評価を行うと
ともに、努力できたことを具体的に褒める

＜生徒アンケート＞「協力し合おうとす
る」3.0以上→3.4,3.5

思いやりの心を持ち、
支え合う生徒の育成

開発的生徒指導の視点に立って、生徒の良
さを認める鍛ほめメソッドの推進を図る

＜生徒アンケート＞「自分にはよいところ
がある」3.0以上→2.8,2.9

朝や帰りの会での１分間スピーチなどで自己肯定感
が少しずつ上がっているところもある。さらに鍛ほ
めメソッドを推進して、生徒の自己肯定感を高めて
いきたい。

恕（思いやり）の精神を大切にしながら取り組んで
きたことで、生徒に自他共に支え合い伸びようとす
る姿勢が高まってきた。

早寝・早起き・朝ごはんの推進
＜生徒アンケート＞積極的に取り組んでい
る生徒の割合　3.0以上→3.1,3.0

夏休みのレシピコンクールや家庭科の食育の授業で
食の大切さを学んだり、調理実習を生かして、お弁
当づくりに取り組んだりした。

「体育会」を重点行事とし、リーダーを中
心に主体的・意欲的に取り組ませる

＜生徒アンケート＞意欲的に部活動や体育
会に参加できた生徒3.0以上→3.6,3.5

意欲的に参加できたと答えた生徒が目標を上回り、
リーダーを中心とした取組の成果である。

体力向上プランに基づく体育の授業におけ
る補強運動の年間を通した継続実施

＜生徒アンケート＞積極的に運動に取り組
んでいる生徒　　3.0以上→3.3,3.3

自分を鍛え、健康な心
身をつくる生徒の育成

三原則（礼を正し、場を清め、時を守る）
の教室掲示による徹底

＜生徒アンケート＞三原則を積極的に実践
している生徒3.0以上→3.3,3.2

日頃から三原則の遵守や基本的生活習慣の重要性に
ついて指導しており、生徒自ら積極的に実践できて
いる生徒と意識して行動できていない生徒がいる。

毎時間の体育授業や昼休み、部活動等で体力向上を
目指す姿が定着している。運動が好きな生徒は積極
的に運動に取り組むことができている。

日常の様相観察と、チェックシート、アン
ケート等の活用

＜生徒アンケート＞
いじめはいけないと回答する割合3.5以上→
3.9,3.8

気になる生徒に対して、教育相談をタイムリーに行い、早期

発見から早期解決へと繋がった。また、スクールカウンセ

ラーの助言を生かして日頃の学校生活の支援を家庭と連携し

ながら行っている。

支持的風土に満ちた学級・学年づくりの推
進「みんなちがってみんないい」

＜生徒アンケート＞
「クラスの中に気持ちを分かってくれる人
がいる」3.0以上→3.4,3.4

「気持ちを分かってくれる人がいる」の項目が目標
を上回っており、互いのよさを認め合える学級・学
年づくりができている。

安心・安全な学校を目指すと同時に、居心地のよい学
級づくりを目指す。ＱＵテストを活用して生徒個人へ
適切に関わるとともに、生徒の自己調整力の向上を図
る。

い
じ
め
防
止

いじめ防止と
早期発見・早期対応

いじめ「ゼロ」に向けた生徒会活動（挨拶
運動やメルシーアーチ等）の推進

＜生徒アンケート＞
友達との関係の指数向上3.0以上→3.5,3.5

友達との関係は目標値を大きく上回り、生徒会が中心となり

思いやりプロジェクトを推進してきたり、授業で自分の考え

を表現することができるようになったりして、互いに理解を

深めることができている。

不登校生、別室登校生が増加している。組織的、継
続的対応はできているものの、改善した生徒数が目
標までは至っていない。

福岡アクション３（早期対応）、マンツー
マン対応（継続指導）の確実な実施

＜生徒アンケート＞
登校意欲指数3.0以上→3.2,3.2

分かる授業の実践が生徒の登校意欲にもつながって
いるが、登校意欲をさらに高めていくために、実態
に応じた具体的方策を十分検討する必要がある。

生徒へのアンケートだけでなく、保護者へのアンケー

トも実施し、多面的に見ながら進められていることは

よいことであり継続してほしい。

不
登
校
対
策

不登校予防と
早期対応・継続指導

毎学期の学校生活アンケートによる教育相
談の実施

＜生徒アンケート＞
相談できる教師がいる3.0以上→3.1,2.9

学校生活アンケートを毎学期実施し、教育相談を確
実に実施できている。しかし、一方では生徒指導で
叱責を受けることも多くなってる。

　◇　評価について ・【自　己　評　価】　　４：目標達成（９０％以上）　　３：ほぼ達成（７０％～９０％）　　２：もう少し（６０％～７０％）　　１：できていない（６０％未満）
・【学校関係者評価】　　Ａ：自己評価は適切である　　　Ｂ：自己評価は上方修正すべきである　　　Ｃ：自己評価は下方修正すべきである

学校評価は適切である。
将来の夢がもてるよう日頃から進路指導の充実
をお願いしたい。

教師の意識も高まったということは、組織的に取り組

まれた結果だと思う。今後は授業の個別化にも視点を

置かれるとより効果的と考える。

考えを発表するというアウトプットは学習の定
着にも大切であるので今後も継続しての取組を
期待すると共に小中連携にも期待している。

どんぐりノートへ毎日教師がコメントを書いて
子供へ返すという地道な努力が子供たちのやる
気につながっていると思う。

学校評価は適切である。
自己肯定感を高めるには時間がかかると思う
が、根気強くお願いいしたい。

道徳の重点項目を「思いやり・感謝」とし、教
育活動の様々な場面で関係づけた指導がされて
いることが子供の意識につながっていると思
う。

職員の超過勤務の縮減
超過勤務時間が８０時間を超えない５％減
Ｒ4  14人→Ｒ5  31人

昨年度から５０％増加している。しかし、管理職が
声かけをしながら体調管理に努めている。タイムマ
ネジメントと意識改革が必要である。

効率的な会議運営を行う
〈教師アンケート〉効率的、効果的な会議
運営となっている　3.0以上→3.3,3.5

業務の効率化に向けたＩＣＴの活用、データの共有
などにより少しずつ改善している。今後は、データ
の整理と修正が課題である。

学校評価は適切である。
きちんと休養日を設け、心にゆとりをもつこと
が、業務の効率化に繋がると思う。

働
き
方
改
革
推
進

職員の意識向上と
超過勤務時間の縮減

計画的な部活動休養日と活動時間の短縮
週休日１日と平日１日の部活動休止
活動時間平日２時間、週休日３時間程度→
3.8,3.9

部活動改革基本方針に則って部活動休養日がきちん
と設定できている。

関係機関やSC・SSWとの連携と組織的・継続
的対応の実施

不登校兆候および不登校傾向の減少６％以
下    Ｒ4.1月14％→Ｒ5.1月15%

勤務時間だけでは計れないことも多々あるかと
思う。先生方の心身の健康が生徒への充実した
指導につながると思う。

ＩＣＴ等の活用は不可欠かと思うので、効率と
効果を考えた上で有効活用をお願いしたい。

キャリアパスポートを継続的に活用し、現在と将来を
比較し、自己実現に向けた取組を行わせる。

生徒の意識と職員の意識のズレを大切にし、生徒の実態に応じ

た授業改善を行っていきたい。基礎・基本の徹底と個別指導に

よりＣＤ層を減らす取組を行いたい。

タブレット端末を効果的に活用し、生徒の思考を促すなど、活

用力が高まる授業づくりを推進する。　部活動休養日の有効活

用で、自己研鑽を高める時間を確保する。

家庭学習についての生徒評価が高いのはよいと思う。
そこに繋げて授業を充実させ，学力向上をねらいた
い。

色々なことを体験し、多く褒められている場面がある
にもかかわらず，自分のよさの自覚に繋がっていな
い。もっと生徒に自信を持たせる指導や声かけを行
う。
重点目標達成と各学年での取組みを継続できるよう，
指導計画への位置づけ，改善を確実に行いたい。

三原則が形骸化をしないために、明確な達成目標を掲
げ，必ず達成するつもりで取組みを考えたり，結果を
分析して次の取組みに繋げたりするなど工夫したい。

行事や体験活動を通して、育てたい資質能力を明確に
示し、自他を大切にする取組は、今後も取り組んでい
きたい。

これまでコロナで体を動かすことが減り、全体
的な体力低下が言われていますので、今後も積
極的な取組をお願いしたい。

学校評価は適切である。
生徒会活動や授業など多様な場面で取り組んで
きたことが結果につながっていると思う。

教育相談を丁寧に行ったり、何かあったときに
素早く対応されていることが生徒の安心感にも
つながると思う。取組の継続をお願いします。

校内における生徒の生活が落ち着いているの
は、信頼関係が構築された学級であるからだと
感じた。

学校評価は適切である。
定期的な教育相談とどんぐりノートにより子供
たちの声を拾われている取組がいいと思う。

不登校生徒数だけでなく、子供の実態に応じた
変容も成果指標の一つとして考えてもいいので
はないかと思う。

学校評価は適切である。
伝統的な三原則をもとにした取組は全校生徒へ
の浸透や教師の一貫した指導につながると思
う。
食育は命や感謝、労働、心身の健康等教育的意
義が大きいと思うので、今後も継続した取組を
期待している。

子供の主体性を大事に取り組まれているが、こ
のことは自己肯定感を高めることにもつながる
と感じている。継続的な取組をお願いしたい。

地域とのつながりはとても大切なこと、今後も
取組を継続していただきたい。

行事や体験活動を大事にしながら進められている。こ

のことは子供たちの成長につながっていると思うの

で、今後も継続して取り組んでいただきたい。

色々なタイプの先生が関わることで，色々な生徒を受
け止めることに繋げていきたい。また、教職員は人権
感覚をもって言動や行動に努める。

「学校の」教育活動だけで，不登校児童生徒数の減少を図るの

は無理がある。今後は、各機関と連携し教育支援センター等を

活用し、個別対応で居場所づくりに努めたい。

楽しい魅力ある学校づくりを目指していきたい。生徒
も教職員も楽しいと思える学校をめざす。

施設体験・防災学習・企業訪問・職場体験・保育実習
を実施する。また、地域の行事等に積極的に参加し交
流を深めさせる。

今後の部活動地域移行に期待し、教職員の負担軽減の
ために部活動指導員の配置を３名まで増やす。

計画的に年次休暇が取得しやすい環境づくりを行い、
年間５日以上取得を確実に実施していく。

業務のあり方について、負担減少や時間短縮に繋がる
取組を提案し、浸透させる。

食育も含めた基本的生活習慣の向上に向けて、係や委
員会活動の活性化を推進させる。

生徒の主体性や自主性を育てるような計画・立案・実
施を行い、行事の振り返りで自己肯定感が実感できる
ように取り組む。

授業や昼休み、部活動において体力向上に向けた活動
を行う。また、新体力テストの目標や結果をもとに補
助運動を取り入れたり、係や委員会で呼びかけたりす
る。
いじめの認知件数をあげ、早期発見に努めるととも
に、未然防止に向けて、互いの気持ちを理解できる取
組を行っていく。(グループエンカウンターなど）

各機関と連携しながら、早期認知と継続的支援を推進
し、いじめの早期解決に向けて組織的に対応策を考え
る。


